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本日の御報告内容

⚫ インバランス料⾦単価は、電気の価格シグナルのベースとなることが期待されており、卸電⼒市場におけ

る重要な指標の⼀つにもなっている。その重要性の認識のため、社内周知の徹底や制度変更・システムの

更新等を反映した業務マニュアルの点検等、各一般送配電事業者（以下「一送各社」という。）と送配電

網協議会（以下「送配協」という。）が一体となり一送全体で取り組むことが重要。

⚫ 2022年の新インバランス料⾦制度以降、インバランス料⾦単価の誤算定（以下「料金単価の誤算定」とい

う。）が継続して発生している状況を踏まえ、2023年及び2024年に、送配協、一送各社が取組等を報告

し、監視委事務局がその内容を確認する会合（以下「一送会合」という。）において、料金単価の誤算定

の発生件数、事案の概要及び再発防⽌のため、一送各社の取組について進捗状況等を確認。

⚫ 2024年の会合の内容については、第３回制度設計・監視専⾨会合（2024年11月15日）において報告。今

後の対応として、事務局が送配協及び⼀送各社の取組を継続的に確認していくこととし、2025年中を目途

に送配協を中心とした横断的な取組及び一送各社の取組に関する進捗状況を確認し、報告することとした。

⚫ 上記を踏まえ、本年10月14日に第３回一送会合を開催し、送配協によるベストプラクティスの横展開の状

況や、一送各社の取組の進捗状況等の確認を行ったため、概要を報告する。
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（参考）経緯等
日付 取組の概要 本会合でのご報告

2023年10月26日 ・第１回⼀送会合を実施し、⼀送各社における発生事案の概要と再発防⽌策を確認 2023年11月27日

2024年  9月25日 ・第２回⼀送会合を実施し、⼀送各社における発生事案の概要と再発防⽌策を確認
・発生事案にかかる詳細分析と対応案の策定を⼀送全体で取り組むよう事務局から依頼

2024年11月15日

10月29日 ・⼀送全体の取組内容（ベストプラクティスの選定、料金単価の誤算定事案の低減に向けた取組の
継続等）について送配協から追加報告

2025年10月14日 ・第３回⼀送会合を実施し、送配協及び⼀送各社より、発生事案の概要や、ベストプラクティスの
共有等の取組の進捗状況等について確認

2025年11月21日
（本日）

2024年11月15日 第３回制度設計・専門会合（資料８抜粋）
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（参考）一送全体としての取組について（送配協報告概要）：今後の対応

⚫ 送配協において、事案の分析と評価を踏まえ、新たに６つのベストプラクティスを選定。送配協から各一送
に展開し、各一送の取組状況、効果等を確認しながらフォローアップを実施。

報告事項 報告概要

4 今後の再発防⽌対策
に向けた取組み

◆ 上記の分析と評価を踏まえ、送配協でシステム関連も含めた過去事案の要因分類から重要な対策ポイントを見
出し、新たに6つのベストプラクティスを選定

①システム設計から運開までの⼀連の工程において社内の業務全体を俯瞰した業務設計を考慮しプロジェクトを遂
行できる体制と第三者参画によるチェック体制を構築。

②万⼀異常が発生した場合にエラー検知ができる仕組みの追加や極小化する取組み。
③エラー発生時の対応フローの整理やインバランス誤算定時の対応訓練の実施。
④関係するシステム間データ連係の影響を考慮した設計の取り組み（中給システムと連携するシステムへのデータ
の流れを可視化）
⑤運用変更やシステム改修後のオペレーションミスを防⽌するため、変更内容を手順書への明記と周知の徹底
⑥契約情報や設備諸元といった各種設定値については、設定を変更しない場合の影響など を整理し、
社内関連箇所との連携と設定変更手順や業務フローの整備。

◆ 各一送におけるベストプラクティスの取組状況を送配協が確認し、更に良い取組があれば各⼀送に展開し、再
発防止効果も確認しながらフォローアップしていく。

◆ 2025年度向けのシステム改修に向けて、送配協が今年度中にエラー発生の可能性のある項目やシステム改修内
容の洗い出しを進めて各社に展開し、マニュアルへの反映や教育の実施を徹底するとともに、次年度早々にシ
ステム運開後に重点的に検証を行い、誤算定を発生させないよう継続してPDCAを回していく。

5 ベストプラクティ
ス・他社事例の各社
反映例

・システム開発プロセス前後の関係者、品質チェック者間で相互確認を徹底、データ更新箇所の反映漏れや誤入⼒
がないか確認する体制を整備
・確実な手順確認を踏まえた上で、エクセルマクロ等を活用したハンド処理の極小化
・異動後教育体制の整備とマニュアル等での明確な規定化

⚫ 事務局においては、送配協及び各⼀送の取組状況を今後も継続して確認する。

2024年11月15日
第3回制度設計専門・監視会合

資料８より



今年度実施した一送会合の概要
• 本年10月14日に開催した⼀送会合では、送配協と⼀送各社から以下の進捗状況の確認等を実施した。
• 送配協：前回の一送会合以降に発生した料⾦単価の誤算定の概要、原因分析、再発防止策及び6つのベストプ
ラクティスの成果報告

• 一送各社：料⾦単価の誤算定事案の概要と再発防止策の実施状況の報告

送配協・一送各社
からの報告事項

送配協からの取り組みにかかる報告概要及び事務局確認結果

１
誤算定の発生件数・
影響コマ数

・昨年度の⼀送会合以降のインバランス誤算定の発生件数は、2024年10月～2025年９月までの期間で1.3件／月とな
り、減少傾向。

・また、影響コマ数についても、656コマ／月に減少しており、早期発見等による影響の低減等の効果が出ているもの
と考えられる。

２
ベストプラクティス
の共有と一送各社の
対応

・昨年度選定した６つのベストプラクティスについて、一送各社の状況に応じて追加的な対策として取り入れ、全社
ベースで再発防止を図った。

・事務局において、送配協及び一送でベストプラクティスを選定し、送配協及び一送全社で共有していること、一送各
社において個別の状況も踏まえ可能な取組を実施していること、一送等で制度変更に伴い必要なシステム改修と改修
時のリスクを抽出し共有していることを確認。

３
新たな事象に対応し
たベストプラクティ
スの見直し

・システム改修の作業中に生じたベンダー作業等に起因した事象が発生したことを受け、ベンダーを含む作業関係者に
おいては事前協議を実施していない改修等は行わないことをベストプラクティスに追記。

４
料⾦単価の誤算定リ
スクのあるシステム
改修への対応

・今後の制度変更に伴うリスクの抽出と全社の共有を実施。
・事務局として、2025年度の制度変更（翌々日計画４８点化など）、2026年度の制度変更（需給調整市場における全
商品の前日取引化等）に係るシステム改修時に起こる可能性のあるリスクの抽出と一送全体で共有していることを確
認。

5
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料⾦単価の誤算定の発生状況（2024年10月から2025年９月）
2025年10月14日開催

一送会合資料（送配協作成）
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会社別発生状況（2024年10月から2025年９月） 2025年10月14日開催
一送会合資料（送配協作成）
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（取組）ベストプラクティスの実践
2025年10月14日開催

一送会合資料（送配協作成）
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（取組）一送各社におけるベストプラクティスの導入例①
送配協作成
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（取組）一送各社におけるベストプラクティスの導入例②
送配協作成
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（取組）一送各社におけるベストプラクティスの導入例③
送配協作成



12

（取組）システム改修に係る料⾦単価の誤算定リスクの抽出
2025年10月14日開催

一送会合資料（送配協作成）



13

（取組）新たな発生事象に係るベストプラクティスの追記
2025年10月14日開催

一送会合資料（送配協作成）
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一送全体での今後の対応
2025年10月14日開催

一送会合資料（送配協作成）



15

今後の対応について

⚫ 今年度の⼀送会合において、送配協及び一送各社において、継続的に取組が進捗していることが確認できた。

⚫ 昨年の⼀送会合以降の事案の発生状況について、料⾦単価の誤算定事案が減少傾向にあること、また、発生
した事案の早期発見等により影響コマ数も減少していることを確認。一送全体で取り組んできたベストプラ
クティスの共有とこれを基に実施した一送各社の取組が一定程度機能していると考えられる。

⚫ これに加え、⼀送全体では、今後の制度変更に伴うシステム改修により支障が生じる可能性のある点などを
共有していることに加え、新規事案に基づいたベストプラクティスの追加など、ＰＤＣＡを回し、料⾦単価
の誤算定事案の低減に向けて継続して取り組むこととしている。

⚫ これらを踏まえると、今後も料⾦単価の誤算定事案の減少や影響の軽減に一定の効果が期待できると考えら
れることから、引き続き送配協及び一送各社が料⾦単価の誤算定問題に取り組むことを前提に、監視委事務
局が確認する形で開催してきた「一送会合」は今回で終了することとしたい。

⚫ なお、インバランスの誤請求・請求遅延の状況については、レベニューキャップ制度の目標計画の⼀項目と
なっていることから、料⾦制度専門会合における期中評価において、引き続き、毎年度実績値の確認を行っ
ていく。
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